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石に混じた場合のそれぞれの最小の舟解騒を示したの

がGGi・JJ・，　F瑞・鴫等である・大圓ρ中1：：示した金

酬モの鯉の浴紛解しで得られる鱗を聯する・・

以上の諸線は水雫になつてゐるが嚴密には水亭線でなく

藷】μ幟゜～1の価蹴ガ狸脇鰍欄澱〆
廣，Fr．はファラデー〕の憂化をtsすがこれは省略して、

’ある．盗度は1ρOO只Cの場合である・

　この圖からわかることは溜繊及び浴電睡がOZ線の

左側に來たような場合は祈拙する金罵はナトリゥムであ

bて7ルミ＝ウムは析出しなヤ・・ア・レカリ分は原料のア

、ルミナを作るときどうしても附着している．その形｝ま恐

らく水に不簡生のアルミy酸ソーダ（N4　AIO2・xH・　O）

となつているりであろうが，これがア・・ミナと共に浴中

に久ってアルカリ分増加の原因となる．また陽極では若

干は（主成分は酸素）弗素も癒解されて遇げてゆくが．1・

陰極でばA1が祈出するのであるからこれによつて浴組

成が氷晶石の主成分からずれて弗化ナトリウ」緊が多い方

i二甑むく縞果となる．この2．つの原因でアルカリ分が次

銘に浴中に堰加することになる．このよ弓’ ﾈ場合がOZ
纏の左側の樋解となり，これは婁質浴と見倣される．

　正常浴とは組成が’HI　H2線上にあつて浴罐睡がHl　H：

とEi　F⊆の聞にある如き躍解であると雷うζとができる

飼では縄モを施してある鱒園となる．このときば析1出す

る金罰はアルミ＝ウムだけでナトリウム1±r：い．よつて

囎1儲・がこの鎖を浦足するよう1：f’．’，AZず浴担成の舗

に心掛けなければならない．
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純度の高いアルミニウムを得ることがアルミニウムの

臨用上甚だ1腰なことであろ　それには露女鑑塊を更に

悠継の三冠粛。一解にかけて精饗ナれ‘まよ、、よく注意
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　　すれば，との方法で99．99　％のもめが得られる・現に震・

　　が國で‘漁g5％のものが鶴れている滴繊アルミ・l

　　kウムの用途炉搬大され精裟工暢も難多く生れると共に　　、

　　按術の向上を切に期待するものである・

　　　しかし何と冒つても2段の迂’解にかけるRとは金罵の

　　軍便をいちじるしく商めることになる．大最の用途に1；1・』

　　とで’も今の塵むかない．最初のアルミチ電解で，できる．

　　だけ純度のよいものを作るべきである、それには原料ア”

　　ルミナの純度を極囲こ高め陽極カーポソの茨分をできる

　　限t）ue少ならしあたものを用いねばならぬ．これによウ

　　て9軌8．％の金属アルミニウムを得ることができるであ一

　　ろ5．　　　　・　一・　　　　　一

　　　しかし良質の氷晶石，友分の極あて少い陽極ガー差ソ

・　純度の甚だ高i．アルミナを原料としたからと冒つで油瞬「

　　．Lてはいけない．浴組働簗質してアルカリ分鍋劉に衝

　　いたときi±，ナ1・・Yウムカ斯出して’くJる．とのナb・ilV・．

　　ムは地金の申に炭素をA㌔C3及び他の金騰のカ・一バイ　∴

　　ドとしてまた酸素をAユ203として含ましめる原因とな’る

　　このため99・0％以下にも純度が落ちることがある．．故・

　　にナトリウムが析出するような浴組成の獺を極力防止

　　しなければならない．正常浴，i麸質浴戎ぴ浴電匪との躊』

　　係書t第1圖；：二示され「ご、、る．　　（ユ950・2・7）　　　　　　　　』　　　　・
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スラッグの盤i墓度

　松下幸雄儲全）・

　この襯で疵に二回にわたつてスラッグの駈基度に開

して…報告し1たが，更に今回スラツグ構域分の構造を考

X一に入れてみ・た．卸ち從家スラッグ全盟の結倉ニネル

ギkとしてΣn：を設算して硬度と．比較してみた．ので

ある汎前画蝦れたfi‘　M，　e3のような所謂爾性の

域分はモの渡度に從つて四両駿から八画腔に権造が憂

わるし，たとえ構造が擁わらないC且0，FeO，　Sio2，　P20s

尊でもその鵜品楡子に於て0－一に最隣接1しているCa

F・・Si，　P等の原子或1珊材ン畷1よ，一般に4と

⇒L6とかで異なっているからその鍛帥ち配位灘計算卜

1：　Yk　Y入れΣ7z（ε／ので置琶換えて硬度と封照してみ

るの当兜ましいようで，，eaを箕施しlbに新しい測
定をも加殊して圖示しk．即ち各ズラッグf’iftに明瞭な　．

集瞳なしていて，；！：Knbな差異が認められる．いい　’

換えるとそれ等のスラッグで製造された銅や鋳鐡に沓

々特性ih：あるとも轟えよう．この方法と從來償習的に

、用いて來た髄基度の標示式とは見掛・上關蓮が認められ

ないから，卿疲Sとか脱Pとかの實際の現揚でデ
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